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因子分析における共通性および関連する行列の固有値の
       推定量の漸近分布について







                                        mする．以上の仮定から，κの分散共分散行列ΣはΣ．＝λ〃十Ψという構造を持ち，屑＝Σ為















                                        M κ、，．．．，伽をNρ（μ，Σ）（ただし，Σ＝五∬十Ψ）からの独立な観測値とし，8＝m－1Σ（κα
                                       α＝1
一元）（エα一元）’（m＝M－1）とする．因子分析モデルの母数五，Ψの最尤推定量五，Ψは，Sと
Σとの「距離」




           ＾       ρ 力 ρ          ψ5＝ψ5＋ΣΣΣξ力φ旭φ｛乃（8助一σ助）十0ρ（m一）
               ぜ＝19＝1乃昌1
一方λは，8＊＝Ψ一1’28Ψ一1’2の最大m個の固有値を要素とする対角行列θ。と，対応するノル
ム1の固有ベクトルを各列の要素とする行列ρ1によりλ＝Ψ1∫2ρ・（ρr∫m）1’2と表せる．M






                    ＾    m  ＾                   ＾    ＾分布については報告されていたい．さて，鳩＝Σ脇とすると，∫力＝κ十ψゴ（1≦プ≦力）とい
                      ゐ＝1
う関係が成立し，Mとψ5の漸近共分散がm Cov（M，ψ5）＝2δ｛ゴψ3（ただしδ衛はクロネッカー
のデルタ記号）となることを用いると，








       一     1     θ尾       θパθ・＝θ、一1・ガθゐ一1・鮎十0ρ（グ’） （1≦后≦m）
と表される．したがって”（θ尾一θ尾）は，漸近的に平均0の正規分布にしたがい，θ尾とθ一（！
≦后，Z≦m）の漸近共分散は
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